
 

2025 年 9 月 30 日  

学校法人 神戸女学院 

創立 150 周年を迎えた神戸女学院の岡田山キャンパスが、 

「自然共生サイト」に認定されました。 

 

【本件のポイント】 

⚫ 神戸女学院 岡田山キャンパスが環境省「自然共生サイト」に認定 

都市部にありながら豊かな自然環境を保全してきたことが評価され、国の生物多様性保

全施策「30by30」に貢献する場として認定されました。 

⚫ 教育・研究・地域連携の拠点としての役割 

生徒・学生の教育や地域との協働など、キャンパス全体が「学びと共生」の環境として

機能しています。 

⚫ 創立 150 周年の節目にふさわしい認定 

長年の自然との共生した教育の取り組みが認められ、今後の環境保全活動と情報発信の

強化に向けた新たな一歩となります。 

 

 

上空から見た神戸女学院 岡田山キャンパス 

神戸女学院（理事長：立石浩一）は、二人の女性宣教師によって西日本最初の女性教育機

関として 1875 年に創立されました。1933 年から神戸市から現在の西宮市岡田山にキャンパ

スを移転し、岡田山の豊かな自然の中で教育・研究を行ってきました。 

この度、創立 150 周年という記念すべき年に神戸女学院 岡田山キャンパスは、「神戸女学

院 愛神愛隣の森」として、環境省の自然共生サイトに認定されました。今回の認定は、神

戸女学院がこれまで培ってきた「愛神愛隣」という教育理念が、広く社会に認められた

証でもあります。私たちはこの認定を契機に、さらに環境保全や教育への取り組みを強

化し、次の世代へと豊かな自然を継承するべく責任を果たしてまいります。 

 



 

【概要】 

「自然共生サイト」とは、生物多様性の保全に資する地域を国が認定する制度であり、2022

年 12 月に採択された世界目標「昆明・モントリオール生物多様性枠組」を踏まえた国の保全

目標「30by30」の達成に向けた重要な取り組みの一環です。神戸女学院は、「愛神愛隣」を永

久標語として、豊かな自然環境と調和した空間で長年にわたって教育活動を行ってきました。

その結果、都市部にありながらも、希少な動植物が生息する貴重な緑地として高く評価され、

今回の認定に至りました。 

岡田山の敷地は、キャンパスとしての機能を果たすだけでなく、教育・研究・地域連携の

場としても活用されてきました。教育・研究では、神戸女学院中学部・高等学部の生徒や神

戸女学院大学の学生の学びの場として、自然観察やフィールドワークを通じて自然環境への

理解を深める機会を提供しています。特に大学では、教員と学生による学術研究の場として

活用され、学術論文も出版されています（野嵜ほか 2014；2021、遠藤 2020 など）。また、

地域連携事業として近隣の幼稚園や小学校との連携による環境教育プログラムも展開されて

おり、岡田山キャンパスはまさに「学びと共生」の環境として機能しています。 

近隣の小学生への環境教育活動（左）、大学生の学内でのフィールドワーク活動（右） 

 

今回の認定は、神戸女学院がこれまで培ってきた「愛神愛隣」という理念が、広く社会に

認められた証です。私たちはこの認定を契機に、さらに環境保全への取り組みを強化し、次

の世代へと豊かな自然を継承していく責任を果たしていきます。 

今後は、「自然共生サイト」としての神戸女学院 岡田山キャンパスの魅力を広く発信する

とともに、学内外の研究者や地域の皆様との連携を深め、持続可能な社会の実現に向けた教

育・研究活動を推進してまいります。創立 150 周年という節目に、私たちは改めて「自然と

人との調和」を大切にし、神戸女学院の新たな歩みを刻んでまいります。  



 

◎神戸女学院大学 岡田山キャンパスについて 

 神戸女学院の岡田山キャンパスは、1933 年に神戸市から移転した際に、著名な建築家であ

るウィリアム・メレル・ヴォーリズによってデザインされました。以後キャンパスの自然環

境は、90 年以上にわたって保全・利用に関する活動が続けられています。キャンパス移転時

の 1930 年代には、岡田山キャンパスの周辺は田畑が広がっていましたが、現在では都市化が

進み、住宅やマンションが建ち並ぶ市街地と化しました。その中でも岡田山キャンパス内に

は、今なお広大な森が残されており、西宮市南部における貴重な自然緑地となっています。 

1967 年には、最初の植物目録（神戸女学院高等学部理科研究部 1967）が発刊され、継続

的に動植物調査が行われており、2019 年時点で約 600 種の植物種、130 種の脊椎動物（淡水

魚類 3 種、両生類 4 種、爬虫類 7 種、鳥類 103 種、哺乳類 13 種）や、302 種の昆虫類（チ

ョウ類 39 種、ガ類 240 種、トンボ類 23 種）が確認されています。さらにキャンパス全体が

神戸女学院大学や神戸女学院中学部・高等学部の理科教育および環境教育に利用されるとと

もに、約 3500 名の生徒・学生および教職員らの憩いの場となっています。 

キャンパス内に生息する野生生物の一例（ニホンアナグマ、カワラヒワ、アカハライモリ） 
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